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ショウガに発生する 

ファイトプラズマによる病害 

以前から県内のショウガ産地において見

られていた、生育中に茎や葉が黄化する症

状について調べた結果、細菌の一種である

ファイトプラズマが原因の赤枯病であるこ

とが分かりました。 

本病では明らかとなっていませんが、一

般的に、ファイトプラズマによる病害は特

定のヨコバイ類によって媒介されます。 

赤枯病は、生理障害や他病害と見分けが

付きづらく、現場での診断が難しい病害で

あるため、高知県内のショウガ産地におけ

る赤枯病の特徴を調査しました。 

現地での赤枯病の発生は7月中旬以降に

増えてきます。赤枯病を発症したショウガ

は全体的に黄化し、周りのショウガが健全

であるなかに点在していたので、遠くから

見てもほ場内で目立っていました(図1)。

茎葉では、生長点が黄化し、葉縁から黄化

していました。種根茎と、種根茎に繋がる

根茎ではしわが認められたり、高次根茎の

生長部位が軟化し、枯れている株もありま

した(図2)。  

これらの特徴は、ショウガに発生する立

枯性の病害である青枯病、根茎腐敗病およ

び立枯病の特徴とは異なるので、診断の際

はぜひ参考にしてください。 
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図 1 ほ場での発病株の様子 図 2 生長点の枯れ(左：茎、右：根茎) 


